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1. はじめに 

 丸太打設による液状化対策の実大施工実験について，前報 1)に続き，実験に用いた丸太について述べる．本工

法で用いる丸太は，切断し皮を剥いただけの生材であり，末口と元口径が異なるとともに，大きなばらつきを持

ち，通常の工業製品とは大きく異なる．自然素材の丸太を用いる以上，このようなばらつきを持つことは十分考

慮しなければならい．そこで，ここでは，丸太発注方法，納入者が記録した寸法，実際に納入された丸太の寸法，

これらが実際の改良率に与える影響，丸太の腐朽度と施工性について述べる． 

2. 発注した丸太 

 丸太は，千葉県森林組合の 2 つの支所より調達した．丸太の発注は，次のように行った．①両端面をできるだ

け並行に切断し，皮を剥ぐこと．②半数は，上丸太として使用するので両端面を切断したままとし，残り半数は

下丸太として使用するので先をペンシル状に尖らせること．③末口径は，0.16m±0.02m とすること．④長さは，

4m 以上とすること．⑤千葉県産材とし，それを証明できる産地証明を添付すること．⑥被害度は，JIS K 1571 に

示される腐朽度評価基準を用い，被害度が「2」以下であること，などである．なお，樹種は特に指定していない

が，納入された丸太は，スギとヒノキで，スギが主体であった．なお，その比率は不明である． 

3. 納入された丸太の実寸法 

 納入された丸太は，現場で末口径 DT，元口径 DB，長さ L を計測した．径は，周長を mm 単位で計測し，直径

に換算した．図-1に，納入された丸太の末口径と元口径の実

測値の頻度分布を示す．図中には，森林組合が出荷記録に示

した末口径の頻度分布も併記した．森林組合は，丸太径を 1cm

単位の切り捨てで計測している．現場計測と，出荷記録で数

量が一致しないのは，一部の丸太を返納交換中に現場で寸法

を計測したためである．なお，図中の直径の表示は，それぞ

れの範囲の上限値を表示した． 

 出荷記録では，末口径 DT は 0.13<DT0.18m の範囲（ただ

し，最小値は 0.14m）で，右下がりの直角三角形形状を示し，

0.14m を下限とし丸太が搬出されたことが分かる．しかしな

がら，実際の計測結果は，やや小さい側に偏っているが，正

規分布に近い．この時の平均値は 0.161m，標準偏差は

=0.0138m である．このように，1cm 単位の切り捨てで丸太

を納入すれば，下限値に偏った出荷記録であっても，実際の

直径は，発注範囲の平均値を中心とする正規分布に近くなる． 

 元口径 DB は，0.15<DB0.28 の広い範囲にばらつき，平均

値は 0.196m，標準偏差は=0.0187m であった．末口径は，長

さを L とすると経験的に，DB=DT+L/100 で表される． 

 実験結果の平均値は，ほぼ経験値と一致した．しかしなが

ら，最大元口径は 0.28m にもなり，最小末口径の 2 倍で，断

面積は 4 倍にもなった．このような太い径は，打設できなく
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(a)元口径 

 

 

(b)末口径 

図-1 納入された丸太径の実測値 
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なるので制限が必要である．1のばらつきを考

えると，0.22m 程度に制限を設ける必要がある． 

4. 改良率 

 丸太径にばらつきがあるので，それぞれの丸

太間では，改良率が異なる．この実態を検討す

る．丸太は，ほぼ予定の配置通りに施工される

ので，図-2に示すように 4 本の丸太で囲まれた

地盤の改良率 asを定義し，これを実際に打設さ

れた丸太径を用いて各丸太間地盤の改良率を求

めた．図-3に，一例として，区画 C で求めた下

丸太と上丸太のそれぞれ末口と元口位置におけ

る改良率の頻度分布を示す． 

 末口径 DT=0.16m に対する改良率は，as=0.048

である．求められた実際の改良率は，末口位置においても大部分はこれより大きく，これより小さい箇所は僅か

である．元口位置では，全数が 0.048 より大きく，平均的には 2 倍に近い改良率となった．このように，発注し

た末口径の平均値を用いれば，丸太間の実際の改良率は大部分がこれより大きく，十分に安全側の設計ができる． 

5. 丸太の被害度 

 本工法は，丸太打設による，砂地盤の密実化が主目標である．したがって，丸太が体積を長期的に維持するこ

とが重要であり，丸太自身にそれほど大きな強度は要求されず，打設可能な強度さえあればよい．しかしながら，

腐朽などによる被害度が大きければ，丸太を地盤中に打設できない可能性があり，これは満足させる必要がある． 

 丸太の JIS K 1571 に示される被害度は，「0」が 76.8%，「1」が 20.9%，「2」が 2.2%であった．これらを用いた

が，打設時に支障をきたすことはなかった．したがって，本工法では，被害度「2」まで十分使用可能である． 

6. まとめ 

(1) 丸太は末口径 0.16m±0.02m で発注したが，森林組合が提出した納入記録の末口径は 0.14m が多く 0.14m に偏

った頻度分布を示した．しかしながら，実測の平均末口径は約 0.16m で，正規分布に近い頻度分布であった． 

(2) 丸太発注を末口径 0.16m±0.02m としたときの，実際に打設された丸太間の改良率は，末口径 0.16m として計

算される改良率よりも大部分が大きく，発注する末口径の平均値を用いれば十分安全側の設計が可能である． 

(3) JIS K 1571 に示される腐朽度評価基準を用い被害度が「2」以下であれば，丸太打設は可能である． 
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図-2 改良率の計算方法 
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図-3 区画 C の各丸太間における改良率の頻度分布 
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